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子どもセーフティネットの構築

（案）外部専門家チームによる支援体制の
構築
・問題等が発生したときに、要請により外
部の支援組織が対応を検討し、指導・助言
を行なう。
・問題等の予防活動（地域住民の力の利
用）
・情報の共有化
・講演・講話等による活動

・情報が必要時、必要なところに届かな
い。
・犯罪（問題行動）について
　多種多様化してきている。
　犯罪が低年齢化してきている。
　地域性がなくなってきている。
　犯罪の認識が低い。
　いつの間にか犯罪に巻き込まれている。
（加害者になっている。）
　日常生活の中に落とし穴がある。（犯罪
に手を染めている。）
・地域の人たちの見守り、理解の低下

・共有する情報の選別（制限）
・秘匿の必要性
・構成する組織
・専門的な知識
（サイバー犯罪・ネット犯罪）
・早期対処
（情報の伝達と情報の秘匿性との関係）
・継続的な見守り
・地域組織との協力体制
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